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令和３年度
第二回学校関係者評価委員会

令和３年11月29日（月）

－本日の予定－
全体会：
午後1時30分～

午後4時
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校長挨拶

船山 世界

22



令和３年度前期取組みについて 中間報告

評価・ご意見 記入方法

33

Googleフォーム： https://forms.gle/w4emtzrZRuLqFFDg9



議長選出
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令和3年度 教育重点項目
前期実績報告
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報告内容

1. 令和3年度前期 学校の近況
① 新型コロナウイルス感染症禍対応
② 学生の活躍
③ 日本留学AWARD2021 大賞受賞

2. 令和3年度前期 教育重点項目（中間報告）
① ＮＥＸＴ１０「日本電子専門学校のさらなる伸張」
② クリエイター教育
③ エンジニア教育
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令和3年度前期

学校の近況



新型コロナウイルス感染症禍対応

• 政府緊急事態宣言
–第３回：4/25～6/20、第４回：7/12～9/30

–オンライン授業を取り入れたハイブリッド運用に
よって教育を継続

• コロナ・ワクチン職域接種の実施
–モデルナ社製ワクチン
–第１回接種：7/22～8/3
–第２回接種：8/19～8/31
–教職員合計：約1,800名
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9コロナ・ワクチン職域接種の様子



新型コロナウイルス感染症禍対応

• 入学式（4/10）
– 学校関係者に限定して実施、映像同時配信

• 新入生保護者会（4/24）
– オンライン開催（VOD形式）

• スポーツフェスティバル（8/30）
– 中止

• 合同企業説明会
– 春季（4/29）、夏季（7/26）、秋季（10/12）
– NSビル開催、感染防止ガイドライン（企業数限定、アクリルボード）

• 保護者会（10/16）
– オンライン（VOD全体会＋ZOOM個人面談）

• 日専祭（10/30-10/31）
– 感染防止ガイドライン（飲食・屋台なし）
– ２日目は衆議院議員総選挙で投票優先シフト
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●第52回日専祭
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コロナ対策



学生の活躍

• 第59回技能五輪全国大会選考会
• 8月2日（月）~3日（火）、愛媛県松山市

– 【予選通過】ITネットワークシステム管理･･･荻野 宏輔
• 第59回技能五輪全国大会予定12月17日（金）～20日（月）、東京
都大田区

• 第16回若年者ものづくり競技大会
• 8月4日（水）-5日（木）、愛媛県松山市

– 【金賞】グラフィックデザイン･松本美咲
– 【銀賞】ITネットワークシステム管理･鵜澤美咲
– 【銀賞】業務用ITソフトウェア・ソリューションズ･奥田眞執
– 【銅賞】Webデザイン･･･田村 秋音
– 【出場】電気工事･･･松本将克
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学生の活躍



• ACA世界学生大会2021
日本代表

– グラフィックデザイン科

白土絢音

– 11月22日（月）に結果発表（予定）

14

学生の活躍

ACA世界学生大会は、アドビ認定アソシエイト（ACA）の資格取得を通じ、アドビの
ソフトウェアを活用する次世代のデザインプロフェッショナルを育てることを目的とし
た世界規模の大会です。
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2012-2016 ５年連続大賞
2017-2019 殿堂入り
2020 入賞
2021 大賞（６度目）
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令和3年度前期

教育重点項目
中間報告



令和3年度 教育重点項目

ＮＥＸＴ１０「日本電子専門学校のさらなる伸張」

①
②
③
④
⑤

「建学の精神」の実現に向けた「教育の質の保証・向上」
ＥＭ・ＩＲによる組織的学生指導の充実
学生主導で社会人基礎力を養うキャリア教育の充実
新設学科開発フレームを活用した調査・検討
遠隔授業の標準化・質保証と先端テクノロジーの利活用

クリエイター教育の重点項目

⑥
⑦
教員の資格取得
業界との連携を強化、現職による本校独自の教員研修
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エンジニア教育の重点項目

⑧ 夜間部学科の再構築検討



① 「建学の精神」の実現に向けた
「教育の質の保証・向上」

18

グラフィックデザイン科作品展示会ビジュアル



学修成果の再設定プロジェクト

①学修成果の位置付けを定義する

19

学修成果

学修成果を中間アウトカムズと位置付け、本校卒業時に学生が
身に付けるべき知識・技能・技術・態度として、修了時に学生が何
をできるようになっているかを示すことである。

� 中間アウトカムズ（卒業時に評価する短期的な位置付け）

� 最終アウトカムズ（卒業から数十年経過後に評価する長期的な
位置付け）



学修成果の再設定プロジェクト

②ディプロマポリシーに基づいて、学修成果の
測定方法を確立する（可視化）
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学修成果の
測定（評価）

学修成果の測定（評価）は、「直接評価」を中心とし、「間接評価」を補
足的に用いることを基本とする。具体的な方法については、今後検討
を進めることになる。

学修成果の
可視化

学修成果の可視化については、「ディプロマサプリメント（仮称）」の作
成を試験的に行う。

� 「ディプロマサプリメント」とは、海外の大学において、学士、
修士などの学位に添付される補足書類として多くの国で導入
されている。国内の大学での導入は少ないが、学修成果の
可視化ツールとして位置付けられている。



② ＥＭ・ＩＲによる組織的学生
指導体制の充実 21

株式会社帆風の工場見学（グラフィックデザイン科）



• ＥＭ（Enrollment Management）
– 一人の学生が当該大学に興味を持った瞬間から「志願―合格
―入学―在学―卒業―同窓」までを一貫してサポートするマネ
ジメントの考え方。

• ＩＲ（Institutional Research）
– 大学経営（教学を含む）を支える調査・分析機能とそのための
組織のこと。

• 分科会のミッション
– EM・IRによるドロップアウト防止に資する新たな対策の立案。
– EM・IRの一環として新入生対象アンケートの開発・実施・分析。
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ＥＭ・ＩＲ分科会
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ＥＭ・ＩＲ分科会

・エンロールメントマネジメントの充実

修了時の
充実度（適応）を

ﾁｪｯｸ



• 学生満足度調査バージョン情報
NO Version名

実施
時期

対象
学生数

データ
数

回収率
設問
数

① Ver.1 H28.7 1144 1090 95.3% 55

② Ver.2 H29.6 1316 1260 95.7% 55

③ JEC WEEK① H30.4 1372 1349 98.3% 30

④ Ver.3 H30.7 1372 1305 95.1% 40

⑤ 卒業生① H31.3 1058 1012 95.7% 127

⑥ JEC WEEK② H31.4 1416 1400 98.9% 28

⑦ Ver.4 R1.7 1416 1340 95.0% 40

⑧ 卒業生② R2.3 1066 983 92.2% 120

⑨ JEC WEEK③ R2.6 1461 1448 99.1% 65

⑩ Ver.5 R2.8 1421 1398 98.4% 73

⑪ 卒業生③ R3.3 1208 1100 91.1% 126

⑫ JEC WEEK④ R3.4 1572 1464 93.1% 56

⑬ Ver.6 R3.7 1544 1396 90.4% 48
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ＥＭ・ＩＲ分科会



「学習」を理由とした前期ドロップアウト率（退学率）の推移
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ＥＭ・ＩＲ分科会

・9月末日実績
2017年度：1.23％
2018年度：1.02％
2019年度：1.15％
2020年度：0.37％
2021年度：1.17％



新入生アンケートを用いた「退学傾向にある学生」の早期発見

• 新入生アンケートにおいて退学傾向にある学生を早期発
見する設問を設置した。

• 4月アンケートで153名、7月アンケートで236名が退学傾
向にある学生に該当した。

• 退学傾向にある学生343名をピックアップして担任教員と
共有し、退学防止に努めた。

• このデータの信頼性は、担任教員から一定程度の支持を
得ている。

• 前期に実際に休退学した88名のうち36名を退学傾向にあ
る学生として的中させていた。

• 7月アンケートでは、4月アンケートと比較して、「登校回
避」「進路変更」「退学意向」が上昇した。
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ＥＭ・ＩＲ分科会



③ 学生主導で社会人基礎力を
養うキャリア教育の充実

東京ゲームショウ出展作品（ゲーム企画科）
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キャリア教育分科会

• 本テーマの目的
– ①学生自治会の適正運用、②学生主体の学校行事の在
り方の検討、③クラス内組織の検討を通して、学生の社
会人基礎力が向上すること

• 前期の成果
– 百人町西町会の清掃活動
– 学校関係者評価委員会への参加
– 日専祭の実施
– 学生自治会公式サイトの制作
– ミュージカル鑑賞（中止）
– スポーツフェスティバルの実施（中止）

• 後期に向けた課題
– 学生の社会人基礎力の測定
– クラス内組織の検討
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役 職 氏 名

委員長 チェ ソンヒョク

副委員長 水野瑞希

書 記 小川大輝、伊藤雅恵

総 務
伊波絵莉花、鵜澤美咲、伊東佳汰、徐 浩瀚、余俊穎
後藤耕太朗

イベント 佐藤百合奈、イ ウンソ、西村勇輝

ボランティア 李致潔

広 報 髙杉一輝

令和3年度 学生自治会メンバー 合計15名
（うち、日本電子専門学校特別奨学生4名）

キャリア教育分科会



④ 新設学科開発フレームを活用
した調査・検討
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東京ゲームショウ出展作品（ゲーム企画科）



• 令和3年度実施予定項目
– 新設学科提案 第二次スクリーニング（前年度提案分）

– 既存の新設学科募集項目のブラッシュアップ、学科新設
スキームの構築

– 附帯教育提案活用スキームの検討

• 令和3年度上半期の実績
– 第二次スクリーニングに進んだ提案がなかった
– 募集方法等について検討
– 「一般公募」および、「新設学科検討チームによる提案」
のダブルラインを設定し、学科新設に向けた検討・準備を
進めることを決定した。
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新設学科開発フレーム分科会



• 下半期に向けた課題等
– 18歳人口が減少する将来展望がある中、学科新
設の検討にスピード感が求められている。

–検討のスピードを上げる。
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新設学科開発フレーム分科会
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⑤ 遠隔授業の標準化・質保証と
先端テクノロジーの利活用

学生作品（CG映像制作科）



• 検討目的
1. 遠隔授業ガイドラインの策定を行う
2. ナレッジベースの構築を行い、業務に関する知見を共
有化する

3. 教育への先端テクノロジー利活用の検討を行う

• チーム編成
– 標準化検討チーム

• 研修企画、ガイドライン策定、授業配信環境整備・高度化等、学
内横断的な部分を取り纏める

– 調査研究チーム
• 遠隔授業の効果を高めるため、ノウハウを集約したナレッジベー
スの構築・運用を行う。

• 先端テクノロジーの利活用についてもその方策を検討する。
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遠隔教育標準化分科会



• 令和3年度前期の成果
1. 遠隔授業で活用できる、オンライン授業での効果的
な教授法に関する研修の実施。

2. 令和4年度以降のオンライン授業運用に関する提
言を作成、及び本プロジェクトのアウトプットを定義。

• 後期に向けた課題
1. 教員向けオンライン授業アンケート分析に時間が
かかっている。

2. ナレッジベースを使うための敷居をどこまで下げら
れるか。
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遠隔教育標準化分科会



クリエイター教育

36
学生作品（CG映像制作科）



●令和3年度 重点項目

◆クリエイター教育教員のスキルアップ

（1）教員の資格取得推奨
（2）企業・業界との意見交換会企画・運用
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クリエイター教育



●（1）教員の資格取得推奨

・Unity認定アソシエイト
（ゲーム開発者／プログラマ－／デザイナー）

・CompTIA CTT+
・CGクリエイター検定 エキスパート 等

→ 教員8名に、Unity認定アソシエイトの
コースウェア（オンライン教材）を提供、

資格取得に向けたサポートを実施
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クリエイター教育



●（2）企業・業界との意見交換会企画・運用

・採用担当者との情報共有・意見交換

・現職クリエイター、エンジニア等との意見交換

→ 現場で求められる人材像、技術の再確認

→ CG-ARTS （公益財団法人画像情報教育振興協会）に
協力を要請、実施内容・方法の検討、

講師候補者のリストアップを実施したが

意見交換会実施には至らず
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クリエイター教育



●後期に向けて

・教員の資格取得を実現する諸対応

Unity認定アソシエイト（ゲーム開発者 他）

コースウェア提供、検定試験実施

※CompTIA CTT+ 取得に向け、教員2名が対応中

・企業・業界との意見交換会 複数回開催

クリエイター教育全教員の半数以上を参加させ、

学生指導力の底上げを図る
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クリエイター教育



エンジニア教育 41



令和3年度 エンジニア教育 重点項目

◆夜間部学科の再構築検討
・夜間部学科ラインナップ

電気工学科 電気工事士科（１年制）

情報処理科 ネットワークセキュリティ科

・夜間部授業時間

１限 17:50〜19:20
２限 19:30〜21:00
・授業日

月曜〜土曜（２年次は金曜まで）
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エンジニア教育



夜間部学科の再構築検討

既知の課題感
・仕事をしながら通学している学生の出欠席

業務繁忙期には遅刻・欠席をしやすい

・専門士の要件を満たす為、学事日程が昼間部に比べて長く
なっており、フォローアップの日程を確保しづらい

・教員の業務時間

常勤教員が担当しているため、業務時間が長くなりやすい

（非常勤教員も半分程度の駒を担当している）
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エンジニア教育



夜間部学科の再構築検討

再構築検討
・オンライン授業の導入により、登校日を減らす仕組みは
とれないか

→オンデマンド授業の形式を採用し、学生にとってある程
度自由な時間に学習できる体制をとれないか

・単位制の導入により、履修しやすい教育課程にならない
か

→導入している学校の仕組みを調査・検討
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エンジニア教育



夜間部学科の再構築検討

後期に向けて

・令和４年度授業より、週１日のオンライン授業（含む
オンデマンド授業）の実施を目指す

→対面授業と変わらない教育の質の担保が第一優先

・単位制の導入については、継続して調査・検討を行
う
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エンジニア教育



ご静聴、有難うございました。

コロナ禍に負けず、教育を継続してまいります。

引き続き、ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。
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